『春日権現験記絵』 （第1２巻 第一段、第二段）

興福寺の住職、蔵俊（1104–1180）が夢を見ています。その夢の中で、彼は春日大明神の第1の神、タケミカヅチが籠から出てくる様子を見ます。この時期、興福寺と春日大社は相互対応関係にあり、共に藤原家の氏神を祀っていました。タケミカヅチは、蔵俊が春日大社を訪れていないことを叱責し、蔵俊は最初に弁解を試みますが、後に悔い改めます。シーン2では、4頭の鹿が興福寺の入口に現れて蔵俊が仏教経典を唱える様を聞いており、これは蔵俊がタケミカヅチの指示に従ったことを示唆しています。鹿は春日大社の５柱の神の使いとされ、この場面での彼らの存在は、蔵俊への神々の承認を示しています。
